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［事案 2025-133］契約取消等請求  

・令和 8年 4月 30日 和解成立 

＜事案の概要＞ 

募集人の虚偽説明を理由に、契約の取消しを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

令和 7 年 1 月に契約した医療保険について、令和 7 年 3 月に解約したが、以下の理由によ

り、契約を取り消して、既払込保険料と解約返戻金の差額を支払ってほしい。 

(1)自分の配偶者が加入する他社の家族型がん保険について保障を受けているところ、募集人

から、配偶者が死亡した場合、自分の保障もなくなるという説明を受けたため、本契約締

結に至ったが、実際には、他社の家族型がん保険は、配偶者の死亡後も自身の保障は継続

する契約であり、虚偽の説明があった。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)募集人は、申立人に対し、家族型のがん保険では、契約者が亡くなった場合、契約者の配

偶者の保障が亡くなってしまう場合が一般的に多い旨を説明したに過ぎず、申立人の他社

契約について断定的に説明していない。 

(2)募集人は、現在のがん治療例を説明し、本契約はこれに対応していることなどその内容を

メリット・デメリットも含め説明している。申立人は、申込書に署名しており、本契約に

ついての誤認はなく、申立人の意思によって申し込まれたものである。  

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、申立人の主張を確認するた

め、申立人と募集人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続中、本件は和解により解決を図るのが相当であると判断し、当事者双方に対し、和

解を促したところ、同意が得られたので、和解契約書の締結をもって手続を終了した。 

 

 


